
　

京
都
の
洋
風
建
築
は
同
志
社
大
学
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
明
治
17
年
か
ら
23
年
に
か
け
て
建
て
ら
れ
た

５
棟
は
国
の
重
要
文
化
財
。
明
治
19
年
に
完
成
し
た

礼
拝
堂
は
、
わ
が
国
最
古
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会

で
、
入
口
や
窓
に
尖
頭
ア
ー
チ
を
使
っ
た
ヴ
ィ
ク
ト

リ
ア
ン
・
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
。
超
党
派
の
宣
教
団
体
・

ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
か
ら
派
遣
さ
れ
た
Ｄ
・
Ｃ
・

グ
リ
ー
ン
が
設
計
し
ま
し
た
。

　

高
梁
基
督
教
会
堂
が
建
て
ら
れ
た
の
は
明
治
22
年
。

岡
山
県
内
に
現
存
す
る
教
会
で
は
最
古
参
で
す
。
設

高
梁
の

近
代
化
遺
産
⑰

鐘楼は、旧札幌農学校演武場の時計台を手本にし
たといわれ、岡山県重要文化財の指定を記念して
明治28年に取り付けられました。

高
梁
基
督
教
会
堂

計
は
今
治
の
棟
梁
・
吉
田
伊
平
。
吉
田
は
明
治
23
年

に
は
倉
敷
の
天
城
教
会
堂
を
手
が
け
、
ふ
た
つ
の
擬
洋

風
建
築
に
は
い
く
つ
か
の
共
通
点
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

ま
ず
、
基き

壇だ
ん

を
花か

崗こ
う

岩が
ん

、
外
壁
を
下
見
板
張
り
と

し
た
こ
と
。
次
に
、
縦
長
の
上
げ
下
げ
窓
の
上
に

三
角
形
の
フ
ァ
ン
ラ
イ
ト
を
置
い
た
こ
と
。
こ
れ

を
ゴ
シ
ッ
ク
窓
と
呼
ぶ
建
築
家
も
あ
り
ま
す
。
三

つ
目
は
、
玄
関
ポ
ー
チ
と
礼
拝
堂
の
天
井
を
菱ひ

し

組ぐ
み

と
し
た
こ
と
。
菱
組
の
天
井
と
ア
ー
チ
は
文
久
３

（
１
８
６
３
）
年
に
完
成
し
た
長
崎
の
グ
ラ
バ
ー
邸

の
特
長
で
、
明
治
５
年
に
竣し

ゅ
ん

工こ
う

し
た
群
馬
県
の
富
岡

製
糸
場
に
も
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
お
雇
い
外
国
人

は
、
高
温
多
湿
な
日
本
の
夏
を
快
適
に
過
ご
す
た

め
、
ベ
ラ
ン
ダ
を
巡
ら
せ
日
陰
を
つ
く
り
ま
し
た
。

こ
の
ベ
ラ
ン
ダ
・
コ
ロ
ニ
ア
ル
様
式
に
、
見
た
目
に

涼
し
い
菱
組
を
用
い
た
の
で
す
。
四
つ
目
は
、
礼
拝

堂
の
天
井
を
高
く
、
竿さ

お

縁ぶ
ち

天
井
と
し
、
内
壁
を
漆し
っ

喰く
い

塗
り
と
し
た
こ
と
で
す
。
竿
縁
天
井
は
、
明
治
42
年

に
完
成
し
た
吹
屋
小
学
校
本
館
の
講
堂
に
も
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
五
つ
目
は
、
瓦
に
十
字
架
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
点
で
す
。

　

同
志
社
大
学
礼
拝
堂
は
煉れ

ん

瓦が

造
で
す
が
、
高
梁
と

天
城
の
教
会
堂
は
木
造
。
わ
が
国
の
煉
瓦
は
、
安
政

４
（
１
８
５
７
）
年
に
オ
ラ
ン
ダ
人
技
師
ハ
ル
デ
ス

が
、
長
崎
熔よ

う

鉄て
つ

所し
ょ

を
建
設
す
る
時
に
焼
か
せ
た
も
の

が
最
初
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
煉
瓦
は
明
治
期
を
代

表
す
る
建
築
材
料
で
す
が
、
高
梁
の
近
代
化
に
煉
瓦

と
い
う
単
語
は
あ
り
ま
せ
ん
。
何な

故ぜ

で
し
ょ
う
。

　

良
質
の
木
材
と
花
崗
岩
に
恵
ま
れ
た
こ
と
。
優
れ

た
棟
梁
が
い
た
こ
と
。
寺
社
の
多
い
町
で
す
。
明
治

維
新
ま
で
に
培
っ
た
日
本
建
築
の
秀
で
た
技
が
あ
っ

た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
ま
す
。
木
と
石
の
文
化

が
赤
い
煉
瓦
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
。
日
本
銀
行
が
煉
瓦
を
露
出
さ
せ
た
の
は
明
治

39
年
の
京
都
支
店
か
ら
。
わ
が
国
近
代
建
築
家
の

雄
・
辰た

つ

野の

金き
ん

吾ご

で
さ
え
、
本
店
、
大
阪
・
小
樽
支
店

の
外
壁
は
石
貼
り
と
し
、
京
都
支
店
で
初
め
て
煉
瓦

の
赤
を
表
現
し
た
の
で
す
。

　

高
梁
基
督
教
会
堂
は
、
明
治
37
年
に
開
校
し
た
旧

高
梁
尋
常
高
等
小
学
校
の
本
館
、
現
在
の
高
梁
市
郷

土
資
料
館
と
共
に
高
梁
を
代
表
す
る
近
代
化
遺
産
で

す
。
そ
の
歴
史
的
背
景
に
は
、
教
育
、
医
学
と
並

び
、
当
時
の
建
築
事
情
が
見
え
隠
れ
し
ま
す
。

（
文
・
吉
備
国
際
大
学
社
会
学
部
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
准
教
授
・
小
西
伸
彦
さ
ん
）

同志社大学は、高梁のキリスト教布教に大きな影響を与えた新
島襄が創設しました。礼拝堂の建設には三上吉平衛をはじめと
する日本人棟梁らが携わりました。礼拝堂の簡素は、数ある同
志社大学の煉瓦建築物の中でも特筆すべきものです。
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